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鹿児島市セーフコミュニティ

交通安全対策委員会～活動報告～

現状１ 不慮の要因による死亡者の状況（図１）

不慮の要因による死者のうち約２割が交通事故

【出典】かごしま市の保健と福祉（人口動態統計）（鹿児島市） 【データ】市、両性、全年齢、2008～2012年合計 2

750人

転倒・転落
171人
22.8%

窒息
165人
22.0%

溺死
124人
16.5%

有害物質による中毒
20人
2.7%

その他
111人
14.8%

火災等
34人
4.5%
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救急搬送者の約４割が交通事故に起因

現状２ 事故別救急搬送の状況（図２）

【出典】消防年報（市消防局） 【データ】市、両性、全年齢、2010～2014年合計
※救急搬送のうち、急病、その他（転院搬送など）を除く 3

交通事故
11,224人

37.7%

29,781人

労働災害
784人

2.6%
運動競技

785人
2.6%

自損行為
1,252人

4.2%

一般負傷
14,955人

50.2%

火災
128人

0.4%

水難
47人
0.2%

加害
603人

2.0%

年間２万件を超える交通事故が発生しており、
４，０００人以上が死傷

現状３ 交通事故発生件数（物件事故を含む）（図３）

【出典】交通事故統計分析表（鹿児島県警察）【データ】市内三署（高速道路を除く）、両性、全年齢、2014年 4
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交通安全対策委員会設置の背景

（現状１）

不慮の要因による死者のうち
約２割が交通事故

（現状２）

救急搬送者の約４割
が交通事故に起因（現状３）

年間２万件を超える
交通事故が発生

交通安全対策委員会を設置
～目的：交通事故の減少～

交通安全対策委員会の委員構成

住民組織（１）

吉野校区安心安全ネットワーク会議

【モデル地区代表者】

関係団体（６）
県交通安全協会

県交通安全協会鹿児島中央地区協会

市ＰＴＡ連合会

市交通安全母の会

日本自動車連盟鹿児島支部

市老人クラブ連合会

警察（４）

県警察本部、警察署

行政（９）
鹿児島国道事務所

県鹿児島地域振興局

市消防局

市教育委員会

その他関係部局

学生（２）

志學館大学学生

計２２名
で構成

6
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取組を実施するモデル地区の設定

・ 地域の安全確保のための活動を行う「地域安心安全ネットワーク会議」
が活発である
・ 地域の児童数や高齢者数が増加傾向にある
・ 交通安全を地域の課題として認識している

吉野地域の吉野小校区をモデル地区に決定！

関係する団体を吉野校区安心安全ネットワーク会議に追加
（２２団体⇒３４団体）

〔追加団体：幼稚園、保育園、お達者クラブ、長寿クラブ、タクシー会社〕

セーフコミュニティを始めてからの変化

学校や町内会等で構成

地域の安心安全に関する
活動に取り組む

7

交通安全対策委員会の開催経過

会議 開催日 協議内容

第１回

2013年

5月27日（月）
既存データによる現状把握
目的・具体的な目標（案）の検討・決定

第２回 7月10日（水）
交通安全に関する意見交換
モデル地区（案）の検討・決定

第３回 7月30日（火）
吉野小校区における交通安全に関する取組の紹介
交通安全に関する取組の対象者・取組内容の検討

第４回 10月 1日（火） 交通安全に関する取組の対象者・取組内容の決定

第５回 11月 1日（金） 対象者ごとに設定した取組内容の実施方法等の検討

第６回

2014年

2月 6日（木）
吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
取組の評価指標の検討・決定

第７回 5月 8日（木）
吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
今後の取組の検討

第８回 7月15日（火）
吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
プレ現地審査発表資料の検討

第９回 9月30日（火） プレ現地審査リハーサル

8

現状把握

取組検討

モデル地区
での展開

リハーサル
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会議 開催日 協議内容

第10回

2014年

10月23日（木） プレ現地審査

第11回 12月２日（火）
吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
プレ現地審査の結果・取組の評価指標について

第12回

2015年

2月10日（火）

吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
プレ現地審査を踏まえた今後の方針について
取組の評価指標について
認証申請書(案）の作成について
広報パンフレットの作成について

第13回 5月 ８日（金）
吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
取組の評価指標・認証申請書について
現地審査における取組の発表内容について

第14回 ７月 ７日（火）

吉野小校区における取組の実施状況の確認、検証
高齢者宅の戸別訪問
夜光反射材の着用啓発
現地審査における取組の発表内容と資料について

第15回 ９月 ３日（木） 現地審査リハーサル

モデル地区
での展開

現地審査

プレ現地
審査

事故状態別では自動車等乗車中が８割を占めていま
す。

課題１ 交通事故死傷者の発生状況（図４）

【出典】交通事故統計分析表（鹿児島県警察）
【データ】市内三署（高速道路を除く）、両性、全年齢 2010～2014年

5,205人

4,614人

5,059人

4,515人

4,257人

（年）

10

81.5%

82.6%

82.3%

82.8%

4,199人

4,121人

3,810人

3,715人

3,524人

80.7%

自動車等乗車中歩行中 自転車乗車中

2010

2011

2012

2013

2014

447人
8.6%

359人
8.4%

399人
8.8%

388人
8.4%

514人
10.2%

559人
10.7%

374人
8.8%

401人
8.9%

416人
9.0%

424人
8.4%

0% 20% 100%90%80%70%60%50%40%30%10%
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課題２ 車両（軽車両を除く）運転者の事故原因（図５）

ちょっとした不注意が交通事故を引き起こしています。

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市（高速道路を含む）、両性、全年齢、2013～2014年合計

※車両（軽車両を除く）・路面電車に原因

信号無視
追越し違反
一時不停止 など

不注意が約８割！

（第１当事者のみ） 11

操作不適
619人
8.2%

前方不注意
1,940人

25.8%

計 = 7,517人

安全不確認
2,137人
28.4%

安全速度
64人
0.9%

その他
154人
2.0%

各種交通義務違反
1,473人

19.6%

動静不注視
1,130人
15.0%

課題３ シートベルト着用率の推移（図６）

後部座席のシートベルト着用率が低くなっています。

【出典】シートベルトの着用状況全国調査（警察庁、日本自動車連盟）
【データ】県・全国（一般道路のみ）両性、全年齢、2007～2014年 12

(%)

(年)

2008年より義務化
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【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市（高速道路を除く）、両性、全年齢、2010～2014年合計

交通事故死者は、歩行中の高齢者が多く
なっています。

課題４ 交通事故による年齢層別死者の状況（図７）

5

3

21

7

8

22

7

13

5

2

計＝ 90人

（人）

（歳）

2
5

5

2 1

4 1

3

1 1

324 9

11

25

13 1

17
2 316

2 3

人対車両

車両単独
車両相互
その他

0～ 9
10～19
20～29
30～39
40～49
50～59
60～64
65～69
70～79
80～89
90～

0 5 10 2015 25

歩行中が４１人
（４５%）

高齢者53人

課題５ 年齢層別の交通事故死傷者数（図８）

交通ルールを守らずに死傷した歩行者のうち
高齢者が４割を占めています。

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市、両性、全年齢、2013～2014年合計（第1,2当事者のみ）

計 =  75４人

14

歩行中の交通事故死傷者数

交通ルールを守って
いなかった人

300人

39.8%

交通ルールを
守っていた人

454人
60.2%

19歳以下
58人

19.3%

20歳代
29人
9.7%

30歳代
20人
6.7%

40歳代
19人
6.3%50歳代

32人
10.7%

60～64歳
17人
5.7%

65歳以上
125人
41.7%
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課題６ 歩行中の交通事故死傷者数と

夜光反射材着用率の関係（図９）

交通事故死傷者は夜間が約４割を占め、うち
高齢者が多く、その大部分が夜光反射材を着
用していません。

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市、両性、全年齢、2013～2014年合計

計 = ７７５人

15

９７％

夜

昼

337人
43.5%

反射材非着用
328人

19歳以下 23人
20歳代 55人
30歳代 47人
40歳代 30人
50歳代 41人
60～64歳 22人
65歳以上 110人

438人
56.5%

課題７ 学齢別・交通事故状態別の死傷者の状況（図1０）

中学生は自転車乗車中の死傷者が多く、未就学児、
小学生は、歩行中の死傷者が多くなっています。

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市、両性、中学生以下、2013～2014年合計

計67人

計147人

計75人

16

歩行中 自転車乗車中 車両同乗中

未就学児

小学生

中学生

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23.9%
16人

47.8%
32人

42.2%
62人

28.4%
19人

36.7%
54人

21.1%
31人

73.3%
55人

25.3%
19人

1.4%
1人

自転車乗車中９３％が交通ルール違反
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課題８ 学齢別における歩行中の交通事故死傷者の状況(図1１)

子どもは交通ルールを守らずに交通事故に
遭い、死傷することが多くなっています。

61人

15人

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
【データ】市、両性、中学生以下、2013～2014年合計

（第１、２当事者のみ）

（交通ルールを守っていない歩行）

17

誤った歩行車両同乗中

合 計

中学生

小学生

未就学児

0% 10% 20% 30% 50% 60% 70% 80% 90% 100%40%

16人

92人43.5%
40人

56.5%
52人

66.7%
10人

33.3%
5人

45.9%
28人

54.1%
33人

12.5%
2人

87.5%
14人

課題９ 子どもの保護者が懸念する事故の種類（ＬＡ）（図１２）

保護者の多くは子どもの交通事故を懸念しています。

【出典】事故やけがなどに関する調査（鹿児島市） 【データ】市、両性、乳幼児・小中学生の保護者 2012年度 18

（ 計 = 1,181人）

（計 = 1,244人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児

小中学生

交通事故

転落

水難事故

やけど

窒息

中毒

その他

転倒

無回答

89.7%
97.6%

26.2%
25.4%

53.7%
29.3%

25.8%
30.0%

59.4%
39.4%

17.9%
3.5%
5.8%

8.2%
2.3%
3.1%

0.5%
0.7%
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データ分析による課題の抽出と、委員の主観的な意見

19

課 題 具体的な目標 取り組み

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
減
少

B 高齢運転者への安全運転講習等
【高齢運転者向け】

A シートベルト着用の啓発活動
（全席シートベルトの着用）

【運転者向け】

交通事故死傷者は自動車等乗車
中が多い。（課題１）

ちょっとした不注意での交通事
故が多い。（課題２）

後部座席のシートベルト着用率
が低い。 （課題３）

C 企業等への交通安全講習等
【運転者向け】

・運転者の緊張感の欠如などが交通事故を引き起こす。
・高齢運転者は、自身の身体能力や認知能力の低下を認識できていないかもしれない。

委員の主観的な意見

20

課 題 具体的な目標 取り組み

交通事故死者は歩行中の高齢者が
多い。（課題４）

交通ルールを守らずに交通事故に
遭い、死傷した歩行者は高齢者が４
割を占める。（課題５）

歩行中の交通事故死傷者は夜間
が４割を占め、うち高齢者が多く、
その大部分が夜光反射材を着用し
ていない。 （課題６）

高
齢
者
の
交
通
事
故
減
少

E 高齢者の世帯訪問による交通安
全教育 【歩行中の高齢者】

D 参加・体験型の交通安全教室等
【歩行中の高齢者】

F   夜光反射材の着用啓発
【歩行中の高齢者】

・夜光反射材をいかに高齢者に着用してもらうか。
・高齢者に対して個別具体的な指導を行う必要がある。

委員の主観的な意見
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21

課 題 具体的な目標 取り組み

子どもは交通ルールを守ら
ずに交通事故に遭い、死傷す
ることが多い。（課題８）

中学生は自転車乗車中の交通
事故死傷者が多い。（課題７）

保護者の多くは子どもの交
通事故を懸念している。

（課題９）

G  保護者等も含めた参加・体験型
の交通安全教育等

【歩行中の未就学児,小学生向け】

H 保護者等も含めた参加・体験型
の交通安全教育等

【自転車乗車中の小学生,中学生向
け】

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
の

交
通
事
故
減
少

・発達段階ごとに、どういった交通安全教室を行っていくかが重要である。
・子どもと保護者等が一緒に交通ルールを学ぶ機会があるとよい。
・自転車大会等を開催することで、マナーを守った自転車の走行を促すことができる。

委員の主観的な意見

課題 国レベル 県レベル 市レベル 地域・各種団体レベル

①
交通安全の
意識啓発

・方針の決定（全
国交通安全運動
推進要綱）

・交通安全運動要綱の
策定

・交通事故防止運動
（キャンペーン・チラシ配
布）

・交通安全教育車の派遣
・市や団体等への支援

・交通安全運動要綱の策
定

・交通安全運動市民大会
の開催

・交通事故防止運動（キャ
ンペーン・チラシ配布）

・交通安全運動への参
加

・街頭キャンペーンの
実施

②
交通事故
防止

・道路交通法 ・交通規制
・交通取締り

・交通安全教室の実施
・児童通学保護員の設置
・交通安全施設等の整備
・交通事故相談

・交通安全講習会
・スクールゾーン委員
会の活動

・登下校時の見守り

③

道路環境の
整備 ・危険箇所の指

定
・事故ゼロプラン

・ゾーン30の指定
・交通安全要望の提出

交通安全に関する国・県・市・地域等の役割分担

セーフコミュニティ
支援推進委員会

【交通安全対策委員会】交通安全講習の実施

データの提供

【交通安全対策委員会】夜光反射材等の着用啓発

【交通安全対策委員会】
交通安全マップの作成

22

県 警

現場診断 ・ ハード面の整備
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吉野地域の地理的特徴

吉野中学校

吉野小学校

交通事故
多発!!

・ 市の中心部から北へ約8km
・ 標高180mから260mの高台
・ 交通量の増加に伴う交通渋滞を緩和
するため、区画整理が進行中

・ 県道鹿児島吉田線一帯で交通事故が
多発

特徴

23

24

１．自動車運転者を対象とした取組
A シートベルト着用の啓発活動
C 企業等への交通安全講習等

トラックに乗車して死角を確認 教習車による安全運転講習

事業所の職員を対象に交通安全教室を実施

保護者や小中学校の教員を対象に、飲酒運転体験を伴う交通安全教室（ナイトスクール）を実施

拡充

新規

2013年度
実施 1回、参加 572人

2014年度
実施 5回、参加 224人

2015年度
実施 1回、参加 70人
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高齢者疑似体験セットによる道路横断体験 夜光反射材の効用体験

組合せゲーム ドライビングシミュレータによる講習

防犯教室に交通安全教室を追加

お達者クラブの活動に交通安全教室を追加

身
体
機
能
低
下
の

影
響
を
認
識
！

２．高齢者を対象とした取組
A シートベルト着用の啓発活動
B 高齢運転者に対する安全運転講習等
D 参加・体験型の交通安全教室等
F 夜光反射材の着用啓発

拡充

25

2013年度
実施 5回、参加 232人

2014年度
実施 5回、参加 157人

②自転車実技
（交通ルールや安全な乗車方法）

①横断実技（横断歩道の正しい横断方法）

防犯教育に交通安全教育を追加 子どもと一緒に保護者や教員も参加

3 子どもを対象にした取組
G・H 保護者等も含めた参加・

体験型の交通安全教育等

26

年齢に応じた教育が必要！

拡充

2013年度 実施2回、参加248人
2014年度 実施1回、参加 79人
2015年度 実施1回、参加 79人



鹿児島市セーフコミュニティ

14

27

モデル地区
（吉 野 小 校 区）の動き

取り組み

セーフコミュニティに
取り組む中で、地域
住民の交通 安全に関
する機運が高まる。

モデル地区から
の提案

【交通安全マップの作成】

今後の取り組みを有効
に展開するため、地域
の交通危険箇所を把握
する方法を模索。

○警察から情報収集した
交通事故現状をマップ化

○地域の危険箇所を把握

○６０００部作成

交通安全マップを作成し、現場診断を実施しました。

４ 交通安全マップの作成

モデル地区関係団体等が協働し、危険箇所を検討

新規

28

危険箇所に対する現場診断を実施作成した交通安全マップ（6,000部作成）
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取り組みに対する評価指標（抜粋）

【目的】交通事故の減少

【具体的な目標】自動車による交通事故減少

【凡例】 ①指標名 ②確認方法 ③確認の対象

取り組み 活動指標 実績

A シートベルト着用の
啓発活動（全席シー
トベルトの着用）

街頭キャンペーン等での啓発
活動の実施回数・配布数

街頭啓発活動：2回、872枚配布（2013年度）
：2回、400枚配布（2014年度）

交通安全教室：3回、 30枚配布（2013年度）
:  5回、 42枚配布（2014年度）

※他の取り組みとの重複集計あり

成果指標（短期） 成果指標（中期） 成果指標（長期）

①シートベルトの着用
義務の認識度

②アンケート調査

③運転者

①シートベルト着用率の推移

②警察庁・ＪＡＦ統計データ、
アンケート調査

③運転者

①シートベルト未着用による交通事故死傷
者数

②警察統計データ

③運転者

30

取り組み 活動指標 実績

Ｂ 高齢運転者への
安全運転講習等

高齢運転者への安全運転講
習等の実施回数・参加者数

交通安全教室：3回、 30人（2013年度）
：4回、114人（2014年度）

※他の取り組みとの重複集計あり

成果指標（短期） 成果指標（中期） 成果指標（長期）

①交通ルール・マナーの
認識度

②アンケート調査

③高齢運転者

①交通ルール・マナーの認識
による行動の変化

②アンケート調査

③高齢運転者

①高齢運転者の交通事故死傷者数

②警察統計データ

③高齢運転者
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取り組み 活動指標 実績

Ｃ 企業等への交通安全
講習等

企業等への交通安全講習等の
実施回数・参加者数

交通安全教室：2回、34人（2014年度）

※他の取り組みとの重複集計あり

成果指標（短期） 成果指標（中期） 成果指標（長期）

①交通ルール・マナーの
認識度

②アンケート調査
③運転者（20～60歳代）
交通安全講習等を実
施した企業等

①交通ルール・マナーの認識
による行動の変化

②アンケート調査
③運転者（20～60歳代）

交通安全講習等を実施した
企業等

①稼働年齢層の交通事故死傷者数
②警察統計データ
③運転者（20～60歳代）

成果指標（短期） 成果指標（中期） 成果指標（長期）

①自動車による交通事故死傷者数と
交通違反種別

②警察統計データ
③運転者

［全体評価（Ａ～Ｃ）］

セーフコミュニティによる変化と気づき

吉野校区安心安全ネットワーク会
議への関係団体の加入
これまでの構成団体 ２２団体

新たな参加団体 １２団体

交通安全対策委員会の設置

鹿児島県警察セーフコミュニティ支
援推進委員会の設置

鹿児島市に特化した統計データの提供
体制が充実

地域住民、関係団体、行政等が実施して
いる活動を共有でき、協働体制が充実

緻密なデータ分析が可能となり、より
課題が明確になった

積極的に交通安全の取組を行うことがで
きるようになった

32
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課題と展望

・交通安全教室等への参加者が固定化する傾向にある

・モデル地区の取組をいかに全市に広めていくか

・活動に参加しない人への参加を促し、地域住民が一体と
なった交通安全運動を進めていく

・吉野小校区の取り組みをモデルに、それぞれの地域にあった
取り組みとして、順次市内全域に拡大していく。

33

課題

展望

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た

34


